第12課　　子孫の繁栄　(創11:～9)
創世記10章、11章を見ると、子孫が繁栄する祝福を味わっていたことが分かります。土地を耕して平地を作り、アスファルトを作ってれんがを焼き、鉄を作る文明と文化が発達し続けました。しかし、信徒はこの世に生きる間、祈らなければなりません。ノアの時代にすべて罪人と暴虐は洪水によってさばきを受けましたが、サタンの存在と活動は止まることはなかったからです。
１．洪水の意味は、時代に対する神様のさばきでした。しかし、この世の終わりではありませんでした。サタンは今も存在し、休まずに活動しているということを心に刻んで忘れてはいけません。
（１）サタンの出現（エゼ28:12～14、黙12:1～9）
（２）サタンの主要な活動（創3:1～6、マタ4:1～11）
（３）サタンの計画的な活動（エペ6:11,12、エペ4:23～27）
（４）サタンの終末（マタ25:4、黙14:1～11）
２．イエス・キリストが来られた理由は、サタンの勢力を打ち砕き、神様に出会うようにさせるためでした。
（１）旧約時代―血のいけにえをささげることでサタンののろいから免れることができました（ヘブ11:4）
（２）新約時代―イエス・キリストの力でサタンの勢力を打ちこわしました
（３）終わりの時代―主が再臨して来られるまで、イエスの御名によってサタンの勢力を縛らなければなりません
３．ノア以降の人々は再び堕落し始めました
（１）子孫の繁栄（創10章）
（２）土地の開墾（創11:2）
（３）文化、文明の発達（創11:3，4）
（４）高慢（創11:4）
（５）神様の祝福を知りませんでした（創11:4）
結論
祈らなければならない理由と伝道をしなければならない理由を悟らなければ、大きな問題にぶつかるようになります。今、この時間に祈りの力を受けるように願います。
